
説 明 書
鹿児島大学（郡元）機械工学科２号棟改修設備設計業務に係る参加表明書及び技術提案書の提出に

関する詳細は下記によるものとする。

記

１ 公示日 平成３０年 １月２６日

２ 契約担当役等
国立大学法人鹿児島大学
契約担当役理事 宮 田 裕 州

３ 担当部局
〒８９０－８５８０ 鹿児島県鹿児島市郡元一丁目２１番２４号
国立大学法人鹿児島大学施設部企画課総務係
電話 ０９９－２８５－７２１７

４ 業務概要
(１) 業 務 名 鹿児島大学（郡元）機械工学科２号棟改修設備設計業務
(２) 業 務 内 容 本業務は、鹿児島大学郡元団地における、機械工学科２号棟（鉄筋コンク

リート造 地上４階建 延べ面積２，２０９㎡）の改修に伴う設備設計（電気
・機械）業務である。

(３) 履 行 期 限 平成３０年３月３１日（土）までとする。ただし、財政法の定めによる承
認を得た場合は、平成３０年７月３１日（火）まで延長する予定である。

(４) 業務の詳細説明 別紙の「設計概要書」、「公共建築設計業務委託共通仕様書」、「設計業
務委託特記仕様書」、「設計業務委託現場説明書」のとおり

(５) 本業務は、「国及び独立行政法人等における温室効果ガス等の排出の削減に配慮した契約の推
進に関する基本方針」に基づき、温室効果ガス等の排出の削減に配慮する内容をテーマとした技
術提案を求め、技術的に最適な者を特定する環境配慮型プロポーザル方式の適用業務である。

５ 参加表明書及び技術提案書の作成様式及び記載上の留意事項
別紙の「参加表明書作成要領」及び「技術提案書作成要領」のとおり

６ 受注資格の喪失
本件業務を受注した建設コンサルタント等（協力を受ける他の建設コンサルタント等を含む。以

下同じ。）及び当該建設コンサルタント等と資本若しくは人事面において関連を有する製造業者及
び建設業者は、本件業務に関するすべての建設業務の受注資格を失う。

７ 技術提案書の提出者に要求される資格
次に掲げる条件を全て満たしていること。

(１) 国立大学法人鹿児島大学契約事務取扱規則第２条及び同第３条の規定に該当しない者であるこ
と。

(２) 文部科学省における平成２９・３０年度設計・コンサルティング業務の一般競争参加資格者名
簿において「建築設備関係設計・施工管理業務」の競争参加資格の認定を受けている者であるこ
と。（会社更生法に基づき更生手続き開始の申立てがなされている者又は民事再生法に基づき再
生手続き開始の申立てがなされている者については、手続開始の決定後に一般競争参加資格の再
認定を受けていること。）

(３) 次に掲げる基準を満たす管理技術者及び主任技術者を当該業務にそれぞれ配置できること。
① 管理技術者は、建築設備士又はこれと同等以上の資格を有する者であること。
② 主任技術者は、電気設備担当・機械設備担当をそれぞれ配置すること。
③ 配置予定の管理技術者及び主任技術者にあっては直接的かつ恒常的な雇用関係であること。

(４) 参加表明書の提出期限の日から技術提案書の特定の日までに、文部科学省から「設計・コンサ
ルティング業務の請負契約に係る指名停止等の取扱いについて」（平成１８年１月２０日付け１７
文科施第３４６号文部科学省大臣官房文教施設企画部長通知）に基づく指名停止措置（以下「指
名停止措置」という。）を受けていないこと。

(５) 経営状況が健全であること。
(６) 不正又は不誠実な行為がないこと。
(７) 警察当局から、暴力団員が実質的に経営を支配する建設業者又はこれに準ずるものとして、文

部科学省発注工事等からの排除要請があり、当該状態が継続している者でないこと。
① 「暴力団員が実質的に経営を支配する建設業者」とは、「有資格業者である個人若しくは有資

格業者である法人の役員等が暴力団員である者又は暴力団員がその経営に実質的に関与している
有資格業者」とし、その判断は警察当局にて行うものとする。また、「暴力団員」とは、暴力団
員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第７７号。以下「暴力団対策法」とい
う。）第２条第６号に規定する暴力団員を、「役員等」とは、有資格業者である法人の役員又は
その支店若しくは営業所（常時、請負契約を締結する事務所をいう。）を代表するもので役員以
外の者をいう。

② 「これに準ずるもの」とは、次の者をいうものとし、その判断は警察当局にて行うものとする。
(イ) 有資格業者である個人又は有資格業者の役員等が、自己、自社若しくは第三者の不正の利

益を図る目的、又は第三者に損害を加える目的をもって、暴力団員を利用するなどしている
ときにおける当該有資格業者。

(ロ) 有資格業者である個人又は有資格業者の役員等が、暴力団員に対して、資金等を供給し、
又は便宜を供与するなど直接的あるいは積極的に暴力団の維持、運営に協力し、若しくは関



与しているときにおける当該有資格業者。
(ハ) 有資格業者である個人又は有資格業者の役員等が、暴力団員と社会的に非難されるべき関

係を有しているときにおける当該有資格業者。
(ニ) 有資格業者である個人又は有資格業者の役員等が、暴力団員であることを知りながら、こ

れを不当に利用するなどしているときにおける当該有資格業者。
③ 「当該状態が継続している者」については、該当事実の確認回数で判断するのではなく、実質

的に当該状態が継続しているか否かで判断するものとし、その判断は警察当局で行うものとする。
(８) 建築士法（昭和２５年法律第２０２号）第２３条の規定に基づく一級建築士事務所の登録を行

っていること。

８ 技術提案書の提出を求める者を選定するための基準（配点の詳細については、別紙「評価項目及
び配点」参照）

(１) 担当予定技術者の能力【審査のウェートは５分の３】
資格、同種又は類似業務の実績

(２) 技術提案書の提出者の能力【審査のウェートは５分の２】
技術者数、技術力、同種又は類似業務の実績

９ 技術提案書を特定するための評価基準（配点の詳細については、別紙「評価項目及び配点」参
照）

(１) 担当予定技術者の能力【審査のウェートは１２分の３】
資格、同種又は類似業務の実績

(２) 技術提案書の提出者の能力【審査のウェートは１２分の２】
技術者数、技術力、同種又は類似業務の実績

(３) 業務の実施方針【審査のウェートは１２分の４】
業務内容の理解度、実施方針の妥当性、実施手法の妥当性、工程計画・技術者配置計画の妥当

性
(４) 課題についての提案【審査のウェートは１２分の３】

提案の的確性、提案の独創性、提案の実現性

10 公示の写し 別紙のとおり

11 契約書作成の要否等 要 別紙「契約書（案）」により契約書を作成する。

12 支払条件 業務委託料は、請求に基づき１回以内に支払うものとする。

13 参加表明書の提出期限、場所及び方法等
(１) 上記７（２）に掲げる資格を満たしていない者も参加表明書を提出することができるが、下記

１６（２）①の提出期限の日において、当該資格を満たしていなければならない。
(２) 参加表明書の提出期限、場所及び方法等

① 提出期限 ： 平成３０年２月５日（月）１２時００分 ただし、土曜日、日曜日及び祝日は
受付けない。

② 提出場所 ： 上記３に同じ
③ 提出方法 ： 持参又は郵送（書留郵便等の配達記録が残るものに限る。）すること。ただ

し、郵送の場合は提出期限までに必着のこと。なお、電送（ファクシミリ）によ
るものは受付けない。

④ 提出部数 ： ・参加表明書（様式１）（１部）、技術資料（様式２～５）（２部）
・文部科学省における平成２９・３０年度設計・コンサルティング業務に係る

一般競争（指名競争）参加資格認定通知書の写し（１部）
・一級建築士事務所の登録を行っていることを証明する書類の写し（１部）
・納税証明書（国税通則法施行規則別紙第８号書式その１の法人税、消費税及

び地方消費税の証明並びに同第８号書式その３又はその３の３の未納の税額
がないことの証明）の写し（１部）

・担当予定技術者の免許証等の写し（１部）
・上記７（３）③の確認できる資料（１部）
・同種又は類似業務の実績を証明する契約書、特記仕様書・図面等の写し又は

ＰＵＢＤＩＳの写し（１部）

14 提出要請者の選定
(１) 参加表明者が、上記７に掲げる資格を満たしているか否かの確認を上記１３（２）①の提出期

限の日を基準日として行う。ただし上記７（２）に掲げる資格を満たしていないものであっても、
下記１６（２）①の提出期限の日において当該資格を満たしていることを条件として、当該資格
を満たしていることを確認する。

(２) 上記７に掲げる資格を満たしている参加表明者の中から、上記８に掲げる基準に基づき、技術
提案書の提出を求める者（以下「提出要請者」という。）を選定する。

(３) （２）の選定の結果は、平成３０年２月１３日（火）までに書面により通知する。なお、提出
要請者を技術提案書の特定通知後に閲覧により公表する。

(４) 閲覧の開始及び場所
① 閲覧開始 ： 平成３０年３月２日（金）から
② 閲覧場所 ： 鹿児島大学ホームページ（http://www.kagoshima-u.ac.jp/about/choutatsu2.

html）に掲載する。

15 非選定理由に対する質問書の提出期限、場所及び方法等
(１) 提出要請者に選定されなかった者は、書面（様式は自由）によりその理由について説明を求め

ることができる。



(２) 質問書の提出期限、場所及び方法
① 提出期限 ： 平成３０年２月２２日（木）１５時００分 ただし、土曜日、日曜日及び祝日

は受付けない。
② 提出場所 ： 上記３に同じ
③ 提出方法 ： 持参又は郵送（書留郵便等の配達記録が残るものに限る。）すること。ただ

し、郵送の場合は提出期限までに必着のこと。なお、電送（ファクシミリ）によ
るものは受付けない。

(３) （１）の質問に対する回答期限及び方法
① 回答期限 ： 平成３０年３月２日（金）
② 回答方法 ： 質問回答書を郵送する。

16 技術提案書の提出期限、場所及び方法等
(１) 上記１４（３）の通知により技術提案書の提出を求められた者は、技術提案書を提出すること

ができる。
(２) 技術提案書の提出期限、場所及び方法等

① 提出期限 ： 平成３０年２月２０日（火）１２時００分 ただし、土曜日、日曜日及び祝日
は受付けない。

② 提出場所 ： 上記３に同じ
③ 提出方法 ： 持参又は郵送（書留郵便等の配達記録が残るものに限る。）すること。ただ

し、郵送の場合は提出期限までに必着のこと。なお、電送（ファクシミリ）によ
るものは受付けない。

④ 提出部数 ： 技術提案書（様式６）（１部）、技術資料（様式７～１０）（２部）
(３) 提出期限までに技術提案書を提出しない者は、技術提案書の提出を辞退したものとみなす。

17 技術者提案書の特定
(１) 技術提案者が、上記７に掲げる資格を満たしているか否かの確認を上記１６（２）①の提出期

限の日を基準日として行う。
(２) 上記７に掲げる資格を満たしている技術提案者の技術提案書の中から、上記９に掲げる基準に

基づき、技術提案書を特定する。なお、当該技術提案書に次ぐ技術提案書を次順位として選定す
る場合がある。

(３) （２）の特定の結果は、平成３０年３月２日（金）に書面により通知するとともに、技術提案
書が特定された者を閲覧により公表する。

(４) 閲覧の開始及び場所
① 閲覧開始 ： 平成３０年３月２日（金）から
② 閲覧場所 ： 鹿児島大学ホームページ（http://www.kagoshima-u.ac.jp/about/choutatsu2.

html）に掲載する。
(５) 特定した技術提案書（参加表明書を含む。）は上記（４）①の日から鹿児島大学施設部企画課

において閲覧により公表する。

18 非特定理由に対する質問書の提出期限、場所及び方法等
(１) 技術提案書を特定されなかった者は、書面（様式は自由）によりその理由について説明を求め

ることができる。
(２) 質問書の提出期限、場所及び方法

① 提出期限 ： 平成３０年３月１３日（火）１５時００分 ただし、土曜日、日曜日及び祝日
は受付けない。

② 提出場所 ： 上記３に同じ
③ 提出方法 ： 持参又は郵送（書留郵便等の配達記録が残るものに限る。）すること。ただ

し、郵送の場合は提出期限までに必着のこと。なお、電送（ファクシミリ）によ
るものは受付けない。

(３) （１）の質問に対する回答期限及び方法
① 回答期限 ： 平成３０年３月２３日（金）
② 回答方法 ： 質問回答書を郵送する。

19 コンサルタント選定委員会の公表
(１) 本手続に係る審査を行うコンサルタント選定委員会委員を閲覧により公表する。
(２) 閲覧の開始及び場所

① 閲覧開始 ： 平成３０年３月２日（金）から ただし、土曜日、日曜日及び祝日は受付けな
い。

② 閲覧場所 ： 鹿児島大学施設部企画課
③ 閲覧時間 ： ９時００分から１７時００分まで。

20 説明書に対する質問書の提出期限、場所及び方法等
(１) 説明書に対する質問がある場合は、書面（様式は自由）により提出すること。
(２) 質問書の提出期限、場所及び方法

① 提出期限 ： 平成３０年２月１４日（水）１５時００分 ただし、土曜日、日曜日及び祝日
は受付けない。

② 提出場所 ： 上記３に同じ
③ 提出方法 ： 持参又は郵送（書留郵便等の配達記録が残るものに限る。）すること。ただ

し、郵送の場合は提出期限までに必着のこと。なお、電送（ファクシミリ）によ
るものは受付けない。

(３) （１）の質問に対する回答書は次のとおり閲覧に供する。
① 閲覧期間 ： 平成３０年２月１６日（金）から平成３０年２月２０日（火）まで。
② 閲覧場所 ： 鹿児島大学ホームページ（http://www.kagoshima-u.ac.jp/about/choutatsu2.

html）に掲載する。



21 その他
(１) 手続において使用する言語及び通貨は、日本語及び日本国通貨に限る。
(２) 参加表明書及び技術提案書の作成及び提出に要する費用は、参加表明者及び技術提案者の負担

とする。
(３) 契約保証金 納付。

ただし、金融機関若しくは保証事業会社の保証をもって契約保証金の納付に代えることができ
る。また、公共工事履行保証証券による保証を付し、又は履行保証保険契約の締結を行った場合
は、契約保証金を免除する。なお、契約保証金の額、保証金額又は保険金額は、業務委託料の１
００分の１０以上とする。

(４) 参加表明書又は技術提案書の無効等
① 同一の者が複数の参加表明書を提出した場合又は参加表明書が他の参加表明書の協力事務所に

なっている場合は、当該参加表明書は全て無効とする。
② 虚偽の内容が記載されている参加表明書又は技術提案書（技術資料、添付資料を含む。）は無

効とし、提出要請者としての選定及び技術提案書の特定についてはこれを取り消すとともに指名
停止措置を行うことがある。

③ 参加表明書又は技術提案書が次の条件の一に該当する場合は失格となることがある。
ア 別紙の「参加表明書作成要領」又は「技術提案書作成要領」に示された条件に適合しないも

の。
イ 提出期限、場所及び方法等に適合していないもの。
ウ 記載すべき事項の全部又は一部が記載されていないもの。
エ 記載すべき事項以外の内容が記載されているもの。
オ 許容された表現方法以外の表現方法が用いられているもの。

(５) 手続における交渉の有無 無。
(６) 当該業務に直接関連する他の業務の契約を当該業務の契約の相手方と随意契約により締結する

予定の有無 無。
(７) 関連情報を入手するための照会窓口 上記３に同じ。
(８) 参加表明書及び技術提案書は、返却しない。

ただし、技術提案書を特定した技術提案者の参加表明書及び技術提案書以外は、提出時に返却
の希望があったもののみ返却する。なお、返却を希望する者は、その旨を参加表明書及び技術提
案書に記載すること。

(９) 参加表明書及び技術提案書は、本手続以外に参加表明者及び技術提案者に無断で使用しない。
ただし、参加表明書及び技術提案書は、公正性、透明性及び客観性を確保するため必要があると
きは、公表することがある。

(10) 参加表明書及び技術提案書は、特定を行う作業に必要な範囲において、複製を作成することが
ある。

(11) 参加表明書及び技術提案書の提出期限以降における参加表明書及び技術提案書の差し替え及び
再提出は認めない。また、参加表明書及び技術提案書に記載された担当予定技術者は、病休、死
亡、退職等の極めて特別の理由があると認めた場合を除き変更することはできない。

なお、当該技術者の変更を認めた場合を除き当該技術者を配置できない場合は、提出要請者と
しての選定及び技術提案書の特定についてはこれを取り消す。

(12) 参加表明書及び技術提案書の作成のために発注者より受領した資料は、発注者の了解なく公表
又は他の目的のために使用することはできない。

(13) 提出要請者の非選定理由及び技術提案書の非特定理由に対する説明に不服がある者は、上記
１５（３）及び、上記１８（３）の回答を受けた日の翌日から起算して７日（土曜日、日曜日及
び祝日を除く。）以内に書面により契約担当役に対して、再苦情の申立てを行うことができる。
当該再苦情申立てについては、入札監視委員会が審議を行う。

① 提出期間 ： 上記１５（３）及び、上記１８（３）の回答を受けた日の翌日から起算して７
日（土曜日、日曜日及び祝日を除く。）以内。持参する場合は、上記期間（土曜
日、日曜日及び祝日を除く。）の９時から１５時まで。

② 提出場所及び再苦情申立てに関する手続き等を示した書類等の入手先は、上記３に同じ。
(14) プロポーザル方式の趣旨に鑑み特定された技術提案書の内容が本件業務の実施条件になるもの

ではない。ただし、特定された者の技術提案に盛り込まれた内容のうち、発注者が実施すべきと
判断したものについては、特記仕様書に明記することとする。

(15) 本業務は、「「公共事業の入札・契約手続の改善に関する行動計画」運用指針」（平成８年６
月１７日事務次官等会議申合せ）記４に定める調達の対象外である。



評　価　事　項　及　び　配　点

【設計業務名】

鹿児島大学（郡元）機械工学科２号棟改修設備設計業務



１．技術提案書の提出を求める者を選定するための基準

技 術 提 案 区 分 評　価　項　目 選択 配点

○ 6

電 気 設 備 担 当 ○ 6

機 械 設 備 担 当 ○ 6

実 績 件 数 ○ 14

適 性 ×

電 気 設 備 担 当 ○ 14

機 械 設 備 担 当 ○ 14

電 気 設 備 担 当 ×

機 械 設 備 担 当 ×

60

○ 10

○ 10

実 績 件 数 ○ 20

適 性 ×

40

100

２．技術提案書を特定するための評価基準

技 術 提 案 区 分 評　価　項　目 選択 配点

○ 6

電 気 設 備 担 当 ○ 6

機 械 設 備 担 当 ○ 6

実 績 件 数 ○ 14

適 性 ×

電 気 設 備 担 当 ○ 14

機 械 設 備 担 当 ○ 14

電 気 設 備 担 当 ×

機 械 設 備 担 当 ×

60

○ 10

○ 10

実 績 件 数 ○ 20

適 性 ×

40

○ 20

○ 20

○ 20

○ 20

80

○ 10

○ 10

○ 10

○ 10

○ 10

○ 10

60

240

担 当 予 定 技 術 者 の 能 力

実 績 件 数

課 題 に つ い て の 提 案

課題①

小　　　　　計

提案の的確性

提案の独創性

提案の実現性

適 性

小　　　　　計

小　　　　　計

計

担 当 予 定 技 術 者 の 能 力

技 術 提 案 書 の 提 出 者 の 能 力

技術者数

技術力
技術者数、技術力

小　　　　　計

評　　価　　事　　項

資 格 及 び 経 験
主任技術者の資格

管理技術者の実績

同 種 又 は 類 似
業 務 の 実 績

主任技術者の実績

管理技術者の資格

実 績 件 数

適 性

小　　　　　計

技術提案書の提出を求める
者を選定するための基準

技 術 提 案 書 を 特 定
す る た め の 評 価 基 準

管理技術者の実績

業務内容の理解度

業 務 の 実 施 方 針

実施方針の妥当性

計

工程計画・技術者配置計画のの妥当性

同種又は類似業務の実績

小　　　　　計

同 種 又 は 類 似
業 務 の 実 績

主任技術者の実績

資 格 及 び 経 験
主任技術者の資格

実施手法の妥当性

管理技術者の資格

評　　価　　事　　項

課題②

提案の的確性

提案の独創性

提案の実現性

技 術 提 案 書 の 提 出 者 の 能 力

技術者数、技術力
技術者数

技術力

同種又は類似業務の実績


